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（前年同期比）

 売上高は、建築事業の売上高の増加等により増収

 各利益は、売上高の増加に加え、売上総利益率が改善したこと等により大幅
な増益

 新型コロナウイルス感染症の影響は軽微

 連結での開示を開始した2005/9期以降、売上高は過去最高、営業利益・経常
利益は3番目、親会社株主に帰属する四半期純利益は4番目の数値

（業績予想比）

 土木・建築事業共に売上高は想定を下回ったものの、売上総利益率の改善に
より、各利益とも業績予想を上回る

 売上高：2,289百万円(2.0％)減少

 売上総利益：1,087百万円(7.4％)増加

 営業利益：1,214百万円(22.1％)増加

 経常利益：1,448百万円(24.1％)増加

 親会社株主に帰属する四半期純利益：1,113百万円(24.7％)増加
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（前期末比）

• 資産の部

 「現金預金」「有価証券」の増加、「受取手形・完成工事未収入金等」の減少

現金預金と有価証券(主に譲渡性預金)を合わせた手持資金が、売上債権の回収によ
り増加

 「有形固定資産」の増加

連結子会社である石狩バイオエナジーの建設仮勘定の増加等により増加

 「投資有価証券」の減少

上場株式6銘柄の売却や保有株式の含み益の減少等

• 負債の部

 「支払手形・工事未払金等」の仕入債務の減少

 「ノンリコース借入金」の増加

石狩バイオエナジーの発電所の建設進捗に伴うプロジェクトファイナンスによる借入
金の増加

• 純資産の部

 投資有価証券の含み益減少による「その他有価証券評価差額金」の減少

 自己資本比率は、0.2ポイントアップの51.6％
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 建築は、前年同期は着工後間もない手持工事が複数あったことから、施工高が
伸びず売上高が減少、当期は順調に進捗し売上高が増加

（前年同期比）

 売上高合計：11,037百万円(10.9％)増加

 土木・建築合計：9,231百万円(9.6％)増加

 土木：3,673百万円(7.7％)減少

 建築：12,904百万円(26.3％)増加
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（前年同期比）

 売上総利益合計：4,061百万円増加(11.6％→14.1％、2.5ポイントアップ)

 土木・建築合計：3,871百万円増加(2.7ポイントアップ)

 土木：1,842百万円増加(5.2ポイントアップ)

減収となったものの、高採算の手持工事を中心に改善が進んだこと等により
売上総利益が増加

 建築：2,029百万円増加(1.4ポイントアップ)

増収に加え、竣工工事や竣工間際の工事の改善等により売上総利益が増加

（前期比）

 工事損失引当金

土木 ⇒ 143百万円減少(590百万円 ⇒ 446百万円)

工事完成によるもの ▲96百万円

損失見込額の減少によるもの ▲46百万円

建築 ⇒ 26百万円減少(273百万円 ⇒ 246百万円)

工事完成によるもの ▲11百万円

損失見込額の減少によるもの ▲14百万円

5



（前年同期比）

 売上高は1,805百万円の増収

 売上総利益は190百万円の増益

 その他は、奥村組のコンサル事業等と連結子会社である奥村機械製作の建設
資機材等の製造及び販売事業

6



（前年同期比）

 一般管理費の総額は、63百万円増加

 人件費は、生産性の向上を図るため業務改革推進プロジェクトチームを新設
したこと等により221百万円増加

 その他は、連結子会社である石狩バイオエナジーの経費の減少等により157百
万円減少
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（前年同期比）

 営業外収益は、投資事業組合運用益（※）の減少等により減少

 営業外費用は、連結子会社である石狩バイオエナジーのプロジェクトファイナ
ンスに係る支払利息が増加

(※)

情報収集のため出資している投資事業有限責任組合の上期利益のうち当社持分
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（前年同期比）

 特別利益は、上場株式6銘柄の売却により投資有価証券売却益を計上

 特別損失は、投資有価証券評価損の減少等により減少
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 2021/9期の営業利益と経常利益は、連結での開示を開始した2005/9期以降で
2017/9期、2018/9期に次ぐ3番目に高い水準

（前年同期比）

 営業利益：3,997百万円(147.1％)増加

 経常利益：3,731百万円(100.4％)増加

 親会社株主に帰属する四半期純利益：2,923百万円(108.7％)増加
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 営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益の計上や
売上債権の減少等により、44,505百万円の増加

 投資活動によるキャッシュ・フローは、譲渡性預金(預入期間が3ヶ月を超え
るもの)の預け入れ等により、28,405百万円の減少

 財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払い等により、902百万円
の減少
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2022/3期の業績予想については、第2四半期までの状況を踏まえて修正

（前回予想比）

 売上高：11,000百万円(4.8％)増加

 売上総利益：1,600百万円(5.5％)増加

 営業利益：1,500百万円(14.6％)増加

 土木：売上高は2,000百万円(2.2％)増加、

売上総利益は1,500百万円増加(1.3ポイントアップ)

高採算の手持工事を中心に改善が進んでいること等により増益の見込み

 建築：売上高は9,000百万円(7.1％)増加、

売上総利益は100百万円増加(0.5ポイントダウン)

下期は売上高は増加を見込んでいるものの、受注時採算の低下や高採算工事
の減少等により、売上総利益は100百万円の増加に留まる見込み
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（前回予想比）

 経常利益：1,600百万円(14.3％)増加

 親会社株主に帰属する当期純利益：1,000百万円(10.9％)増加
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 中間配当は前回予想と同額の65円

 年間配当は前回予想125円から18円増配となる143円を予定

 年間配当は資金需要等を勘案し、個別配当性向50％相当額としている

2021年11月11日開催の取締役会において自己株式100万株の取得について決
議しており、年間配当予想額には、当該自己株式取得の影響を考慮してい
ます。
なお、取得する自己株式は取得終了次第すべて消却する予定です。
(詳細は、同日開示しました「自己株式取得に係る事項の決定に関するお知
らせ」をご覧ください。)

 年間配当予想額1株当たり143円は、通期業績予想に対する連結配当性向52％
上記自己株式取得と合わせた連結総還元性向（※）は82％となる見込み

(※)

自己株式の取得価額は30億円と仮定
(株価を1株当たり3,000円、当期中に100万株の取得が完了すると仮定)
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（前年同期比）

前期末に内定していた大型工事を契約したこと等により、建築事業の受注高は
大幅に増加

 土木：18,609百万円（76.4％）増加

 建築：35,403百万円（142.2％）増加

 合計：54,012百万円（109.6％）増加
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（前回予想比）

前回予想を据え置き

（通期の受注高予想に対する第2四半期までの進捗率）

 土木：47.8％

 建築：43.1％

 合計：44.9％
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